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【
解
題
】

春
日
若
宮
神
主
を
世
襲
し
た
千
鳥
家
の
旧
蔵
文
書
な
ど
を
ま
と
め
た
『
春
日
社
旧

記
』
に
含
ま
れ
る
一
巻
（
貴
三
八
─一
─六
）
で
、
弘
長
三
年
（
一
二
六
三
）
の
若
宮

神
主
家
五
代
目
祐
賢
の
日
記
。
千
鳥
家
は
日
記
の
家
と
し
て
知
ら
れ
（『
中
臣
祐
定

記
』
寛
元
四
年
〔
一
二
四
六
〕
三
月
二
十
三
日
条
）、
多
く
の
日
記
が
伝
え
ら
れ
、

文
永
元
年
〜
弘
安
三
年
（
一
二
六
四
〜
八
〇
）
の
う
ち
十
三
ケ
年
分
の
『
祐
賢
記
』

を
含
む
、
平
安
末
か
ら
鎌
倉
時
代
の
日
記
が
『
春
日
社
記
録　

日
記
』
一
〜
三
（『
増

補
続
史
料
大
成
』
と
し
て
再
刊
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
史
料
は
刊
本
に
未

収
録
の
弘
長
三
年
の
日
記
で
、
前
後
を
欠
く
が
、
全
一
六
丁
分
、
正
月
十
二
日
条
〜

四
月
十
三
日
条
が
連
続
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
祐
賢
の
日
記
と
し
て
は
最
も
早
い
年

代
に
な
る
。

永
島
福
太
郎
『
春
日
社
家
日
記
』（
高
桐
書
院
、
一
九
四
七
年
）
二
七
頁
に
、「
史

料
編
纂
所
に
弘
長
二
（
マ
ゝ
）年
日
次
記
と
い
ふ
鎌
倉
末
の
写
本
が
一
冊
あ
り
、
こ
れ
は

正
預
方
〔
引
用
者
補
注
：
大
東
家
・
辰
市
家
〕
の
日
記
の
や
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、

未
だ
詳
ら
か
で
な
い
の
で
、
暫
く
不
問
に
附
し
た
い
。」
と
触
れ
ら
れ
る
も
の
に
該

当
す
る
よ
う
で
あ
る
。

現
状
は
巻
子
装
だ
が
、
各
紙
の
中
央
に
折
目
が
あ
り
、
他
の
神
事
日
記
と
同
様
に
、

史
料
紹
介東

京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
「
弘
長
三
年
春
日
若
宮
神
主
中
臣
祐
賢
記
」

（『
春
日
社
旧
記
』
の
う
ち
巻
六
）

松　
　

村　
　

和 

歌 

子

藤　
　

原　
　

重　
　

雄

元
は
冊
子
装
で
あ
っ
た
。
紙
背
は
前
年
の
具
注
暦
で
あ
る
が
、
順
序
は
す
で
に
乱
れ

て
お
り
、
巻
子
を
一
度
解
体
し
て
料
紙
一
枚
ご
と
に
翻
し
て
折
っ
て
冊
子
と
し
、
書

写
し
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
は
著
し
い
焼
け
焦
げ
が
見
ら
れ
る
。

法
量
、
縦
二
九
・
一
×
横
（
表
紙
）
二
九
・
八
、（
補
紙
）
二
七
・
〇
、
①

四
四
・
〇
、
②
四
三
・
七
、
③
四
三
・
五
、
④
四
三
・
七
、
⑤
四
三
・
九
、
⑥

四
三
・
八
、
⑦
四
三
・
九
、
⑧
四
三
・
九
、
⑨
四
三
・
七
、
⑩
四
二
・
三
、
⑪

四
四
・
一
、
⑫
四
三
・
七
、
⑬
四
四
・
〇
、
⑭
四
三
・
七
、
⑮
四
三
・
七
、
⑯
（
軸

直
付
）
四
三
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

紙
背
具
注
暦
の
日
付
は
以
下
の
と
お
り
。
①
九
月
二
十
三
日
〜
十
月
十
日
、
②
五

月
二
十
日
〜
六
月
八
日
、
③
十
月
十
一
日
〜
十
一
月
月
建
、
④
十
一
月
二
十
日
〜

十
二
月
七
日
、
⑤
六
月
九
日
〜
同
二
十
八
日
、
⑥
閏
七
月
二
十
六
日
〜
八
月
十
四
日
、

⑦
六
月
二
十
九
日
〜
七
月
十
六
日
、
⑧
閏
七
月
六
日
〜
同
二
十
五
日
、
⑨
八
月
十
五

日
〜
九
月
二
日
、
⑩
暦
序
〜
正
月
五
日
、
⑪
七
月
十
七
日
〜
閏
七
月
五
日
、
⑫
三
月

二
十
三
日
〜
四
月
十
一
日
、
⑬
十
一
月
月
建
〜
同
十
九
日
、
⑭
三
月
三
日
〜
同

二
十
二
日
、
⑮
四
月
十
二
日
〜
五
月
月
建
、
⑯
正
月
六
日
〜
同
二
十
五
日
。
後
述
の

よ
う
に
、
別
に
五
月
一
日
〜
同
十
九
日
の
一
紙
が
伝
わ
る
の
で
、
具
注
暦
と
し
て
は
、

正
月
二
十
六
日
〜
三
月
二
日
の
二
紙
、
九
月
三
日
〜
同
二
十
二
日
の
一
紙
、
十
二
月
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八
日
以
降
の
二
紙
、
合
計
四
紙
が
所
在
不
明
な
い
し
逸
失
と
な
る
。

内
容
面
で
は
、
神
人
の
相
論
に
関
す
る
記
事
が
多
い
。
正
月
二
十
五
日
条
で
は
、

若
宮
神
人
が
案
内
し
た
参
拝
者
の
賽
銭
を
占
有
し
た
こ
と
に
関
す
る
相
論
が
記
さ

れ
、
神
人
の
御
師
と
し
て
活
躍
が
伺
わ
れ
る
。
二
月
十
四
日
条
以
降
は
、
鹿
殺
し
を

捕
ら
え
た
者
へ
の
勧
賞
銭
が
、
興
福
寺
大
衆
よ
り
神
人
に
賦
課
さ
れ
た
こ
と
に
対

し
、
黄
衣
神
人
の
国
弘
が
黄
衣
を
一
の
鳥
居
に
懸
け
て
訴
訟
し
、
解
職
さ
れ
た
一
件

が
中
心
と
な
る
。
神
人
の
身
分
の
表
象
で
あ
る
黄
衣
の
狩
衣
を
一
の
鳥
居
に
懸
け
る

訴
訟
は
本
記
が
初
見
で
あ
る
。
二
月
十
七
日
に
は
、
春
日
社
直
勤
の
黄
衣
神
人
が
一

斉
に
黄
衣
を
懸
け
る
大
事
件
に
発
展
し
、
三
月
末
に
は
大
衆
の
強
い
働
き
か
け
に
よ

り
社
家
が
黄
衣
を
取
り
、
事
態
は
収
束
す
る
が
、
落
書
に
よ
っ
て
張
本
が
探
ら
れ
る

一
方
で
、
国
弘
の
解
職
は
取
り
下
げ
ら
れ
た
よ
う
で
、
神
人
の
積
極
的
な
抵
抗
活
動

が
知
ら
れ
る
。
並
行
し
て
、
新
儀
の
課
役
や
大
和
国
安
堵
荘
に
下
向
し
た
神
人
へ
の

打
擲
に
関
す
る
抗
議
も
行
わ
れ
て
お
り
、
社
頭
で
の
二
季
法
華
八
講
へ
の
出
仕
を
放

棄
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
初
日
の
四
月
九
日
条
に
「
御
神
事
次
第
八
講
日
記
に
有

之
」
に
対
応
す
る
別
記
は
、
千
鳥
家
蔵
『
春
日
社
御
八
講
記
』（
史
料
編
纂
所
架
蔵

影
写
本
﹇3012-11

﹈）
が
あ
り
、
四
月
九
日
か
ら
十
三
日
の
記
事
を
収
め
る
。
そ
の

他
、
三
月
十
七
日
条
か
ら
四
月
四
日
条
に
か
け
て
は
、
山
城
国
吉
富
荘
（
富
野
郷
）

の
白
人
神
人
と
地
頭
代
と
の
相
論
が
み
え
、
社
家
は
六
波
羅
探
題
に
参
向
し
て
お

り
、
三
月
二
十
三
日
条
の
若
宮
で
の
大
般
若
経
供
養
、
四
月
十
三
日
条
の
恒
例
大
般

若
会
に
は
法
蓮
郷
民
の
奉
幣
が
あ
り
、
若
宮
拝
殿
で
種
々
の
猿
楽
物
ま
ね
が
行
わ
れ

た
記
事
や
、
同
じ
く
座
次
相
論
に
お
け
る
過
言
な
ど
、
当
時
の
春
日
社
周
辺
の
様
相

を
知
る
好
史
料
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
お
茶
の
水
図
書
館
所
蔵
成
簣
堂
文
庫
本
に
は
、
本
記
と
一
具
と
な
る

断
簡
一
紙
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
所
に
は
レ
ク
チ
グ
ラ
フ
﹇6800-200-129

﹈
を

架
蔵
す
る
。
目
録
か
ら
当
該
史
料
の
箇
所
を
引
用
す
る
と
、
以
下
の
通
り
。

〇
『 

成
簣
堂
古
文
書
』（
蘇
峰
先
生
文
章
報
国
五
十
年
祝
賀
会
、
一
九
三
六
年
）

三
二
八
頁
、
第
十
八
雑
文
書　

其
一

三
〇　

春
日
社
神
人
等
愁
状
断
簡　

一
巻

首
尾
欠
け
、
年
月
不
明
な
り
。
紙
背
は
、
一
日
よ
り
十
八
日
に
至
る
具
注
暦
な

り
。
鎌
倉
時
代
中
期
の
も
の
な
る
べ
し
。

〇
川 

瀬
一
馬
編
『
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
新
修
成
簣
堂
文
庫
善
本
書
目
』（
一
九
九
二

年
）
一
二
八
頁

弘
長
二
年
五
月
具
注
暦
（
断
簡
）　

一
軸

鎌
倉
中
期
写
。
弘
長
二
年
五
月
の
具
注
暦
断
簡
。（
前
年
弘
長
元
年
の
書
写
）。

一
日
よ
り
十
九
日
ま
で
の
断
簡
一
紙
。
そ
の
紙
背
を
用
い
て
興
福
寺
関
係
の
記

録
を
書
す
。
鎌
倉
中
期
頃
筆
。
絹
表
紙
新
添
軸
装
。

残
念
な
が
ら
、
現
存
部
分
と
は
直
接
に
接
続
せ
ず
、
後
欠
部
分
の
何
れ
か
の
箇
所

に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
が
、
日
付
は
不
明
で
あ
る
。
法
量
、
縦
二
八
・
七
、
横

四
三
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。こ
れ
も
附
載
し
た
。原
本
調
査
・
翻
刻
掲
載
に
あ
た
っ

て
は
、
財
団
法
人
石
川
文
化
事
業
財
団
お
茶
の
水
図
書
館
よ
り
格
段
の
ご
高
配
を

賜
っ
た
。

な
お
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
通
行
の
文
字
に
改
め
、
行
取
り
は
原
本
に
従
っ

た
。
一
行
に
追
い
込
め
な
い
場
合
は
、 

と
し
て
次
行
末
に
送
っ
た
。
」
は
紙
替

り
、
』
は
冊
子
装
で
の
折
り
目
の
位
置
、
ま
た
傍
注
で
は
、
神
主
方
の
大
中
臣
氏
、

預
方
の
中
臣
氏
は
省
略
し
て
い
る
。
カ
ラ
ー
画
像
が
本
所
の
所
蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
よ
り
も
閲
覧
可
能
で
あ
る
。
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
お
ん
祭
り
と
春
日
信
仰

の
美
術
』（
二
〇
一
一
年
）
№
37
に
掲
載
。
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【
翻
刻
】

（
後
補
表
紙
貼
紙
外
題
）「
春
日
社
旧
記
（
一
二
）
六
」

（
前
欠
、
正
月
十
二
日
条
） 

（
貼
紙
）「
春
『
弘
長
三
年
日
記
』（
朱
）

日

社
旧
記
」

　

謹
上　

正（祐
公
）預殿
并
殿
原
御
中

　
　
　

追
申

　
　
　
　

若（祐
賢
）宮神
主
殿
へ
同
可
有
御
存
知
候
、
謹
言
、

昨
日
賜　

長（二
条
良
実
）

者
宣
候
テ
、
今
日
罷
下
候
、
長
者
宣
案
文

進
上
候
、
兼
又
明
日
十
三
日
、

　
　
　

可
申
拝
賀
候
也
、
以
此
旨
殿

原
御
中
□
□
□
□
□
恐
々
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
神
主
時
家

﹇（
焼
損
ニ
ヨ
リ
見
エ
ズ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹈

勧
学
院
政
所
下　
　
　

春
日
社

　
　

可
早
以
従
五
位
下
大
中
臣
朝
臣
時
家
、
加
補
権
神
主
之

　
　

職
事 

』

右
件
人
加
補
彼
職
畢
、
任
例
宜
従
社
務
之
状
、
依

長
者
宣
所
仰
如
件
、
社
司
宜
承
知
不
違
失
、
故
下
、

　
　

弘
長
三
年
正
月
十
一
日　
　

知
院
事
勘
解
由
判
官
高
橋
在
判

　

別
当
右
中
弁
藤
原
朝（忠
方
）臣在

判 

大
膳
少
進
藤
原　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔭　

子　

藤
原

一
十
三
日
、

新
権
神
主
時
家
拝
賀
、
大
社
祝
役
神
主
泰
尚
、
禄
物

綾
白
被
物
一
重
・
膝
突
白
布
一
段
、
正
預

以
下
権
官
分
絹
四
丈

給
之
、
不
嫌
不
参
仁
也
、
若
宮
役
□（祐
賢
）□、
禄
物
綾
被
□（物
一
）□領
・

白
布
一
段
、
経
所
ノ
カ
サ
ネ
ヘ
リ
ノ
紫畳ヲ
取
出
テ
用
之
、
祐
賢
沙
汰
也
、

禄
物
役
子
息
氏
人
令
退
出
之
後
、
八
種
御
供
令
備
進
之
、 

」

（
第
一
紙
）

一
十
五
日
、
松
本
神
主
、

　

・
野ヤ
木
、能
近
、

　

社
司
神
主
泰
尚
・
正
預
祐
公
・
権
神
□（主
泰
道
）

□
□
・

権
預
祐
盛
・
新
権
神
主
時
家
・
次
預
能
延
・
権
預
能
近
・
神
宮
預
祐
貫
・

戌
時
、

被
物
一
領
、

権
預
祐
継
・
権
預
祐
家
・
権
預
延
秀
、

若
宮
役
祐
賢
、
氏
人
祐
有
・
祐
俊
・
祐
治
、　

今
日
田
ウ
ヘ
也
、

一
去
年
十
二
月
晦
日
夜
、
一
御
殿
東
ノ
廊
北
ノ
端
ニ
、
狐
西
向
ニ
テ
以
外
啼
云
々
、

一
十
九
日
、
勝
願
院
四
足
前
辺
ニ
テ
山
人
鹿
ノ
足
ヲ
打
ヲ
ル
、
郷
民
沙
汰
ニ
テ

公
文
所
へ
令
申
畢
、大
衆
沙
汰
ニ
テ

公
人
ノ
手
ニ
被
渡
了
、
当
時
郷
民
等
守
之
、

寺
林
辺
ニ
願
縁
房
所
従
云
々
、

廿
一
日
、
御
神
事
如
例
、
社
司
神
主
泰
尚
・
権
神
主
泰
道
・
新
権
神
主
時
家
・

権
預
能
近
・
神
宮
預
祐
貫
・
玄
蕃
預
祐
継
、

若
宮
役
祐
賢
、
権
官
祐
継
、
氏
人
祐
有
、
祐
俊
、
祐
治
、
今
日
綱
結
了
、

御
供
并
四
季
八
種
御
供
備
進
之
、
時
家
沙
汰
、

　
　
　
　

 

』

一
今
日
、十〔廿
〕一
日
夕
、
足
折
タ
ル
鹿
山
フ
カ
ク
ハ
イ
入
候
之
上
ハ
、若
宮
神
主
殿
御
知
行
ノ
山

ニ
テ
候
ヘ
ハ
、以
神
人
可
被
守
之
由
、
申
之
、返
答
云
、社
頭
ノ
外
ハ
一
切
無
其
例
、若

社
頭
ノ
外
モ
オ（
狼
公
）

ホ
カ
ウ
ク
ヒ
ナ
ト
モ
出
来
之
時
、
ヒ
モ
リ
ニ
ト
ラ
ス
ル
ホ
ト
■
直

 

人　

自〻
ヲ
□
ツ
カ
ラ

 

 　 

ニ
テ
野
ニ
守
事
ハ
ア
レ
ト
モ
、
如
此
之
時
ハ
郷
民
守
事
傍
例
有
其
数
ト
申

之
間
、
無
力
シ
テ
郷・
民
等
守
之
也
、

廿
五
日
暁
、
彼
鹿
死
去
之
由
郷
民
申
之
、
返
答
云
、

別
会
所
へ
可
申
也
ト
申
之
、

其
後
ヒ
モ
リ
ニ
可
取
之
由
申
遣
了
、
非
番
役
也
、
為
御
山
内
故
也
、

一
昨
日
廿
四
日
、

　
　
　

若
宮
神
人・
安
国
止
出
仕
畢
、
其
故
者
、
去
年
冬
比
於
大
社
参
人
銭
一

貫
文
備
進
之
、
即
彼
安
国
殿
コ
ト
ニ
廿
文
ハ
カ
リ
ヲ
令
備
進
テ
、
残
ハ
皆
給
了
、

然
間
大
社
神
人
、
若
宮
神
人
中
ヘ
出
訴
訟
也
、
仍
安
国
ニ
彼
銭
ヲ
ハ

　

大
社
ヘ

可
出
之
由
、
雖
相
催
、
一
切
不
可
出
之
由
申
之
、
□〔依
寔
カ
〕
□
暫
ハ
安
国
□
□
□
神
人
等

令
違
背
畢
、
其
後
諸
事
不
沙
汰
之
処
、
今
年
正
月
中
旬
比
、
南
郷
神
人
春
末

於
若
宮
御
前
、
参
人
所
進
銭
三
百
文
ヲ
給
之
、
若
宮
神
人
等
向
□
□
□

訴
訟
之
処
、
所
詮
安
国
ヲ
可
被
止
出
仕
、
然
者
彼
春
末

 

」

（
第
二
紙
）

□
（
若
）宮
へ
可
弁
進
之
由
、
可
加
沙
汰
也
ト
申
之
、
仍
若
宮
神
人
□
祐
賢

彼
山
人
ヲ
ハ

鹿
ヲ
ハ

権
神
主
勤
、

郷
民
等

於
郷
民
沙
汰
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之
間
、
止
安
国
出
仕
畢
、
正
月
廿
四
日
ヨ
リ
、

　
　
　
　
　
　

令
勘
当
了
、

二
月
一
日
、
御
神
事
如
例
、
社
司
神
主
泰
尚
・
正
預
祐・
公
・
権
神
主
泰
道
・

新
権
神
主
時
家
・
次
預
能
延
・
権
預
能
近
・
神
宮
預
祐
貫
・

玄
蕃
預
祐
継
・
修
理
預
祐
家
遅
参
、

旬
御
供
後
参
、・
主
殿
預
延
秀
、
御旬供
後
参
、

若
宮
役・
祐
賢
、
権
官
祐
継
・
氏
人
祐
有
・
祐
治
・
祐
俊
、

一
五
日
夜
、
時
家
東
金
堂
女
薪
役
勤
仕
、
社
参
有
之
、
祝
役
神
主
泰
尚

膝
突
白
布
一
段
、
若
宮
役
同
、

一
十
日
、
庚
申
、

　

御
祭
御
供
五
ケ
度
調
進
之
、
其
後
開
御
戸
、
正
預
祐
公
依
所
労

不
参
、
仍
神
主
泰
尚
奉
開
御
戸
、
但
二
御
殿
御
戸
未
時
許
不
開
給
、
仍

権
預
祐
盛
参
上
シ
テ
可
奉
開
之
由
、
神
主
触
之
、
然
間
即
祐
盛
参
上
シ
テ

　
　

有
暫
奉
開
畢
、
其
後
三
四
御
殿
神
主
奉
開
テ
、
如
例
備
神
宝
畢
、 

』

其
後
若
宮
御
戸
奉
開
テ
備
神
宝
了
、
役
送
権
官
延
秀
、

氏
人
祐
俊
・
祐
治
、

使
ノ
名
字
不
分
明
、但
内
侍
少
納
言
内
侍
云
々
、弁
ハ
平
少
納
言
ト
云
々
、為
異
姓
之
間
、

着
到
殿
ヨ
リ
退
出
、
仍
直
会
殿
ノ
ク
ワ
ム
ハ

ノ
事
行
無
之
、
違
例
歟
、

社
司
見
参
、
神
主
泰
尚
、
正
預
祐
公
、 

不
参
、

　

権
神
主
泰
道
・
権
預
祐
盛
・

新
権
神
主
時
家
・
次
預
能
延
・
権
預
能
近
・
神・
（
×
権
預
）
宮・
預
祐
貫
・

権
預
祐
継
・
権
預
祐
家
・
新
預
延
秀
、 　
　

若
宮
神
主
祐
賢
、

十
一
日
、
神
宝
奉
納
役
人
神
主
泰
尚
、
社
司
見
参如夜
前
、
若
宮
同
、

今
日
御
神
事
如
例
、
社
司
交
名
同
、

一
夜
前
自
大
湯
屋
以
中
綱
二
人
相
弁
、

今
一
人
不
分
明
、富（山
城
）野之
一
神
人
訴
訟
事

于
今
不
事
行
、
不
日
神
主
・
正
預
・
若
宮
神
主
三
人
令
京
上
可
訴
申
也

ト
有
之
、
皆
領
状
申
了
、

一
十
二
日
、南
門
橋
与
六
位
橋
ト
今
日
ワ
タ
ス
ナ
リ
、兼
ヨ
リ
於
里
作
之
云
々
、古
物
ハ

両
惣
官
分
配
了
、 

」

（
第
三
紙
）

一
□
（
十
）四
日
、
両
惣
官
・
祐
賢
寺
家
ヘ
烈
参
、
其
故
ハ
三
方
神
人
等
搦
□（鹿
殺
）□

イ

仁
勧
賞
銭
ヲ
被
宛
行

〻
〻
〻
神
人
ハ
ム
サ
ウ
祢
宜
国
弘
自
大
衆

・
・
・
被
宛

行
之
間
、
黄
衣
ヲ
鳥
井
ニ
可
懸
之
由
、
及
大
訴
之
間
、
寺（大
乗
院
尊
信
）

家
へ

申
入
之
、
御
返
事
ニ
ハ
大
衆
ト
北〻一乗
院
家
ト
問
答
ア
リ
テ
事
切
了
、

寺
家
不
可
有
御
口
入
也
ト
有
之
、
次
日
別
神
人
種
々
申
之
、
所
詮

両
惣
官
等
能
々
可
加
沙
汰
、
暫
可
相
待
也
ト
仰
下
之
、
返
答
云
々
、

状
ト
シ
テ
拝
領
仕
候
テ
、
ソ
レ
ニ
ナ
ク
サ
ミ
テ
、
暫
モ
可
相
待
候
ト
申
□
、

仍
状
ト
シ
テ
下
給
了
、

状
案
文

三
方
本
社
神
人
等
訴
申
勧
賞
銭
被
宛
行
事
、
両
惣
官
同

若
宮
神
主
沙
汰
、
何
モ
為
神
人
等
、
向
後
不
成
疵
之
様
、
衆
中
ニ
可
令

申
沙
汰
之
状
、
如
件
、

　
　

弘
長
三
年
二
月
十
五
日　

 

』

　

神
主
在
判

　

　

正
預
代
官
権
預
在
判

　
　
　
　
　

　

若
宮
神
主
在
判

　

一
三
方
神
人
訴
状
案

　

春
日
本
社
神
人
等
謹
言
上

　

欲
蒙
早
御
成
敗
搦
鹿
殺
仁
勧
賞
銭
并
安（大
和
）
堵
庄
下
向

　

神
人
等
蒙
刃
傷
打
擲
愁
訴
間
事

　

副
進

　
　

一
通　

当
衆
徒
御
時
関
東
旅
粮
免
除
状
案

　
　

一
通　

先
任
衆
徒
御
時
搦
鹿
殺
仁
勧
賞
銭
御
免
除
状
案

　

□
（
件
）搦
鹿
殺
勧
賞
者
、
専
被
重
神
威
之
故
也
、
然
者
朝
暮
□
□ 

」

（
第
四
紙
）

致
寺
社
之
忠
公
哉
、
所
詮
忝
被
重
神
威
、
於
新
儀
課
役
□
□

御
免
除
、
又
於
安
堵
之
土
民
等
者
、
任
社
例
・
・
被
召
禁
獄
其
身
、

被
懸
縁
者
伴
類
而
欲
被
遂
御
祓
、
仍
乍
恐
粗
言
上
如
件
、
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一
自
社
家
被
進
状
案

本
社
三
方
神
人
等
申
状
副
具
書
等
、

　
　
　
　

令
進
候
、
子
細
見
于
状
候
歟
、
此
状
最
前

可
取
進
候
之
処
、
神
人
国
弘
解
職
事
御
沙
汰
厳
蜜
候
之
上
者
、

其
恐
候
之
間
、
度
々
雖
訴
申
候
、
于
今
不
取
申
候
之
処
、
神
人
等
可

懸
黄
衣
於
一
鳥
井
之
旨
結
構
之
由
、
承
及
候
、
然
者
後
難
又

其
憚
候
之
間
、
執
申
候
、
以
此
等
趣
可
然
之
様
、
忩
々
可
有
御
披
露

　
 

衆・
（
×
候
）中
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

二
月
十
七
日　
　
　
　
　

執
行
正
預
祐
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
主
泰
尚

謹
上　

別
会
五
師
御
房 

』

　

返
事
別
会
所

　
　

一
神
人
訴
状
慥
以
給
候
了
、
以
此
趣
蜂
起
之
時
早
可
令
申
披
露

候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

二
月
十
七
日　
　
　
　
　

別
会
五
師
頼
算

　

追
申

　
　
　

今
朝
給
候
状
、
令
返
進
候
、

一
神
人
寺
役
免
事
代
々
例

　
　

鹿
殺
搦
勧
賞
銭
、
当
社
神
人
之
中
就
任
官
之
輩
、
可
令
出
之
由
、
依

有
其
沙
汰
、
神
人
等
欲

其
官
歟
、
太
以
存
外
也
、
凡
神
人
任
官

者
当
社
余
社
之
先
傍
例
也
、
全
無

任
官
儀
、
早
可
令
補
任

也
、
保
〔
課
〕役
事
一
旦
雖
加
催
促
、
訴
申
之
旨
依
有
其
謂
、
既
被

免
除
了
、
永
遠
如
此
新
保
〔
課
〕役
所
令
任
〔
停
〕止
也
、
僉
儀
之
趣
□ 

」

（
第
五
紙
）

如
件
、

　
　

弘
長
元
年
七
月
廿
三
日　
　

別
会
五
師
在
□
（
判
）

　

一
此
状
令
披
露
候
了
、
評
定
趣
於
黄
衣
本
社
神
人
者
一
定
被

免
候
了
、
於
散
所
神
人
中・
（
×
者
）於〻
入
道
神
人
者
無
免
除
之
儀
、
三

方
神
人
之
事
ハ
未
事
切
候
也
、
随
重
評
定
之
趣
可
申
候
、

仍
入
道
神
人
事
者
無
免
儀
候
也
、
以
此
旨
可
有
御
下
知
候
也
、
恐
々
謹
言
、

　
　
　

六
月
十
六
日　
　
　
　

別
会
五
師
弉
舜

一〻重申
衆
徒
状

昨
日
令
申
候
本
社
三
方
神
人
大
訴
事
、
已
夜
前
亥
刻
、

　

懸
黄

衣
ヲ
一
鳥
居
候
了
、
此
条
以
外
事
候
、
以
此
旨
忩
可
令
披
露
衆・
（
×
候
）中

給
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

二
月
十
八
日　
　
　
　
　

執
行
正
預
祐
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
主
泰
尚 

』

　

謹
上　

別
会
五
師
御
房

　
　

追
申

　

昨
日
神
人
等
訴
状
同
忩
可
有
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言
、

一申殿
下
状
案

奏
状
一
通
令
進
上
之
候
、
以
此
旨
忩
可
令
披
露
給
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

二
月
十
七
日　
　
　
　
　

春
日
執
行
正
預
祐
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
主
泰
尚

　

謹
上
伯（式
房
）耆前
司
殿

言
上

　
　

事
由

右
去
冬
之
比
、
為
寺
使
者
安
堵
庄
下
向
神
人
等
、
為
彼
庄
土
民

被
打
擲
刃
傷
、
并
本
社
神
人
国
弘
、
為
衆
徒
之
沙
汰
依
被
解

職
、
今
夜
亥
刻
、

　

傍
輩
神
人
等
懸
黄
衣
於
一
鳥
□
□
□ 

」

（
第
六
紙
）

依
為
重
事
、
言
上
如
件
、

　
　

二
月
十
七
日
子
刻
、

　

 　
　
　
　
　
　

春
日

正
預
祐
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
主
泰
尚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
宮
神
主
祐
賢

一
十
八
日
、
神
主
・
正
預
代
官
祐
継
、

　
　
　
　

・
祐
賢
花
林
院
へ
参
上
、
神
人
等
已
黄
衣

ヲ
一
鳥
井
ニ
懸
候
了
之
由
申
之
、

執
行
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御
返
事
ニ
ハ
、

以
外
事・
ナ
リ
ト
有
之
、
今
日
以
廻
文
触
社
主
等
了
、
随
今
日
戌
時
、

　

集

会
成
了
、
条
々
及
評
定
也
、
黄
衣
ヲ
懸
事
五
十
三
具
云
々
、
猶
々

懸
候
由
聞
之
、
神
人
等
直
屋
ニ
集
テ
散
々
沙
汰
也
、
自
黄
衣
不
懸

輩
ハ
皆
ト
ラ
ヘ
テ
ハ
キ
ト
テ
一
鳥
井
ニ
懸
也
、
ス
ヘ
・
・
テ
大
社
・
若
宮
両
方

神
殿
守
并・
（
×
之
外
ハ
皆
）

三
人
・
・
沙
汰
者
外
ハ
皆
ハ
キ
カ
ケ
畢
、
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
当
番
神
人

ヲ
ハ
ユ
ル
ス
ト
云
々
、
勝
事
也
、
非
番
神
人
不
仕
也
、

社
司
集
会
交
名

神
主
泰
尚
・
正
預
祐
公
但
代
祐
継
、

　
　
　

・
権
神
主
泰
道
・
八
条
預
祐
盛
・
新
権
神
主
時
家
・
』

権
預
能
近
但
代
能
兼
、

　
　
　
　
　

・
玄
蕃
預
祐
継
・
神
宮
預
祐
貫
、
祐
賢
、

一
十
九
日
、
神
主
社
頭
宿
所
ニ
テ
集
会
、
今
日
自
大
湯
屋
以
中
綱
琳
実
・

忍
実
被
触
云
、
神
人
国
弘
依
有
重
科
事
、
已
被
解
職
畢
、
而
去
御
祭

之
時
も
着
黄
衣
随
神
役
云
々
、
此
条
如
何
□
（
様
）事
哉
、
次
ニ
ハ

　

神
人
等
懸
黄
衣

於
一
鳥
居
之
条
、
頗
以
不
当
也
、
両
惣
官
等
一
向
根
ヲ
シ
テ
如〻訴
訟
何
様
〻
〻
セ
サ
ス
ル
事

顕
然
也
、
速
今
夜
之
中
ニ
惣
官
等
沙
汰
ト
シ
テ

　
　

可
被
取
也
、
又
此
神
人
之
中

ニ
張
本
無
隠
事
歟
、
両
惣
官
・
若
宮
神
主
沙
汰
ニ
テ

　

彼
張
本
輩
ヲ

可
注
申
也
、
凡
モ
両
惣
官
外・
根
ヲ
ス
ル

ニ
張
本
権
官
等
中
ニ
有
歟
之
由
聞
之
、
彼

此
早
注
申
ヘ
シ
ト
有
之
、

廻
状
云
、　

神
主
・
正
預
代
官
祐
継
、

　
　
　
　

・
祐
賢
三
人
対
面
中
綱
、

此
条
畏
承
候
了
、
先
国
弘
解
職
之
後
参
社
事
、
粗
其
由
承・
（
×
聞
）及
候
之
間
、

重
加
下
知
候
了
、
次
ニ
ハ

　

神
人
等
無
左
右
黄
衣
ヲ
懸
事
、
実
不
当
事
候
、
此
事 

」

（
第
七
紙
）

粗
其
旨
結
構
ト
承
候
之
時
者
、
座
上
神
人
等
ヲ
召
寄
テ
種
々
ニ
教
訓

キ
、
即
上
代
も
無
事
ニ
候
へ
と
も
神
人
等
随
申
請
候
、
於
社
家
沙
汰
、
能
々
神
人
等

向
後
不
成
疵
キ
ス
ニ之
様
ニ
可
令
申
沙
汰
衆
中
之
由
ノ
請
文
ヲ
神
人
ニ
下

給
候
了
、
此
モ
セ
メ
テ
為
正
理
不
尽シムノ
沙
汰
候
、
且
可
有
御
察
候
歟
、
而
ニ
去
十
七

 

日

此
国
弘
已
御
使
下
向
シ
テ
罪
科
之
由
、
神
人
等
承
候
け
る
あ
ひ
た
、
俄
黄
衣
ヲ

懸
候
云
々
、
一
切
其
夜
事
社
司
等
不
知
及
候
、
次
ニ
ハ

　

張
本
事
、
神
人
等
集
会
所

ニ
ハ

　

一
切
人
ヲ
モ

　

不
寄
候
、
社
家
御〻ノ
使
ヲ
モ

　

不
寄
候
之
間
、
張
本
不
分
明
候
、
難
治

事
候
歟
、
然
而
各
能
々
ハ
ウ
ヘ
ム
ヲ
イ
タ
シ
テ
可
申
左
右
候
也
ト
申
之
、

其
後
神
殿
守
等ヲ
皆
召
取
テ
、
条
々
衆
命
ヲ
申
聞
テ
、
種
々
ニ
コ
シ
ラ
ヘ

雖・
申
、
一
切
訴
人
之
神
人
等
不
信
用
也
、
猶
々
重

至
〔
致
〕教
訓
之
処
、神
人
等
申
云
、

所
詮
今
度
ハ
黄
衣
ヲ
取
候
テ
、
暫
社
家
御
沙
汰
於
可
相
待
候
之
由
申
之
、
仍

今
日
廿
日
、

　

辰
時
、
神
人
等
以宿直
人
取
畢
、
即
両
惣
官
・
祐
賢
寺
家
へ
此
旨
申
、
同

花
林
院
へ
申
之
、
別
会
所
へ
以
状
申
了
、
彼
状
案
文
等
如
此
、
実
事
ハ
黄
衣
ヲ
ハ

 

猶
直
屋
ニ
皆
以
置
之
、
訴
人
神
人
等
ハ
猶
不
随
神
役
也
、
社
家・
（
×
司
）又
重
神
人
之

 

中
へ
請
文
ヲ
』

シ
テ
下
給
了
、

一
殿
下
ニ
申
文
案
文

　

言
上

　
　

事
由

右
、
去
十
七
日
所
令
言
上
、
依
本
社
神
人
等
訴
訟
、
所
懸
一
鳥
居
黄

衣
、
衆
徒
命
厳
蜜
之
間
、
今
朝
廿
日
、

　

先
取
退
了
、
仍
言
上
如
件
、

　
　

二
月
廿
日　
　
　
　
　
　

春
日
執
行
正
預
祐
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
主
泰
尚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
宮
神
主
祐
賢

奏
状
一
通
令
進
上
之
候
、
以
此
旨
忩
可
令
披
露
給
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

二
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
日
神
主
泰
尚 

」

（
第
八
紙
）

　

謹
上　

伯
耆
前
司
殿

一
別
会
所
へ
令
進
状
案

先
日
令
申
候
三
方
神
人
等
訴
訟
懇
切
之
余
、
雖
懸
黄
衣
於
一
鳥
居

候
、
随
衆
命
先
取
退
候
了
、
雖
然
猶
貽
訴
訟
候
、
相
構
無
神
威
陵

遅
之
様
得
御
意
、
可
有
御
披
露
衆
中
候
、
恐
々
謹
言
、

 

終
夜　

©2013 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



（　 ） 東京大学史料編纂所所蔵「弘長三年春日若宮神主中臣祐賢記」（松村・藤原）155

　
　

二
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

執
行
正
預
祐
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
主
泰
尚

　

謹
上
別
会
五
師
御
房

一
訴
訟
人
神
人
中
へ
重
下
給
社
家
契
約
状
案

依
□
（
三
）方
本
社
神
人
大
訴
、
雖
懸
黄
衣
於
鳥
居
、
随
衆
徒
御
命
、
已

取
退
畢
、
仍
於
両
惣
官
并
若
宮
神
主
沙
汰
、
為
神
人
等
向
後
不
成

疵
之
様
、
今
月
中
可
申
沙
汰
之
状
如
件
、 

』

　
　

弘
長
三
年
二
月
廿
日

神
主
在
判

　
正
預
在
判

　
若
宮
神
主
在
判

　

廿
一
日
、
御
神
事
如
例
、
社
司
見
参
神
主
泰
尚
・
権
神
主
泰
道
・
権
預
祐
盛
・

権
預
能
近
・
神
宮
預
祐
貫
・
権
預
祐
継
・
権
預
祐
家
・
権
預

延
秀
、
若
宮
役
祐
賢
、
氏
人
祐
有
・
祐
俊
・
祐
治
、
権
官
延
秀
、

今
日
神
主
宿
所
ニ
両
惣
官
・
祐
賢
集
会
有
之
、
座
上
神
人
召
寄
テ

条
々
問
答
、
神
人
中
へ
下
契
約
状
ニ
神
人
国
弘
ヲ
可
申
沙
汰
之
由
、
可
令
書

副
給
之
由
申
之
間
、
難
叶
之
由
、
各
々
申
之
、
仍
然
者
神
人
等
黄
衣
ヲ
又

鳥
居
□
□
□
（
懸
）□
□
申
テ
、
散
々
及
沙
汰
也
、 
」

（
第
九
紙
）

一
廿
二
日
、
両
惣
官
・
祐
賢
社
頭
ニ
集
会
有
之
、
自
衆
徒
以
中
綱
□
□

今
一
人
ハ
不
分
明
、

□
□
□
被
仰
内
ニ
、
鳥
居
ニ
札
ヲ
残
之
条
返
々
不
当
也
、
速
ニ
可
被
取
也
、

次
ニ
ハ
不
着
黄
衣
神
人
等
社
頭
ニ
ワ
ウ
ケ
ム
返
々
不
当
也
、
速
ニ
退
出
ヘ
シ
ト
有
之
、

不
日
ニ
召
寄
神
殿
守
、
条
々
被
仰
合
了
、

廿
三
日
、
又
神
主
里
之
宿
所
ニ
集
会
有
之
、今
日

札
不
懸

、
不
着
黄
衣

事
、
昨
日
神
人
返
事
不
分
明
之
間
、
今
日
又
重
下
知
了
、
付
是
ハ
神
人
ノ

張
本
事
頻
自
衆
徒
被
責
之
間
、
内
々
神
人〻主
カ
知
人
ハ
リ
マ
ノ
君
ニ
注
遣
之
、

　
　

鳥
居
ニ
黄
衣
ヲ
懸
神
人
張
本
ノ
事

ヨ
リ
ハ

也

　
　

ホ
ク
カ
ウ

ロ
ク
ネ
キ　

ク
ワ
ム
サ
ウ
ネ
キ　

ヱ
ム
ワ
ウ
ネ
キ　

キ
ヤ
ウ
ワ
ウ
ネ
キ

イ
マ
シ
ラ
ウ

　
　

ナ
ム
カ
ウ
ニ

ハ
ル
ワ
ウ
ネ
キ　

ハ
ル
ワ
カ
ネ
キ　

ヤ
ク
シ
ネ
キ　

コ
ム
ス
ネ
キ

　
　

ワ
カ
ミ
ヤ 

』

ハ
ル
イ
ワ
ネ
キ　

コ
ム
シ
ラ
ウ
ネ
キ

□（一
）同
日
、
於
金
堂
前
一
日
書
写
大
般
若
被
供
養
、
有
御
楽
云
々
〻
〻
、
書
写

事
上
臈
・
中
臈
マ
テ
書
之
、
願
主
坂
ノ
竪
〔
堅
カ
〕信房
、
今
法
名
阿
願
房

・
・
・
・
・
・
、

申
上
寺
家
及
御
沙
汰
云
々
、
其
後
亥
刻
ニ
当
社
若
宮
ニ
奉
送
、
先

拝
屋
ニ
奉
置
テ
、
其
後
経
所
ニ
伝
供
ニ
シ
テ
奉
納
、
ク
ロ
ヌ
リ
ノ
ツ
シ

ヲ
奉
安
置
也
、
社
頭
へ
持
参
之
時
、
有
御
楽
也
、
ス
ノ
カ
ラ
ヒ
ツ
ニ
奉
入
テ
持

参
也
、
供
養
導
師
権（頼
円
）
別
当
御
房
、
寺
家
も
御
出
仕
云
々
、

一
廿
四
日
、
猶
彼
訴
人
神
人
ニ
速
可
着
黄
衣
之
由
、
被
仰
之
処
、
未
分
明
、
如
何
様
哉
、

今
日
可
申
御
返
事
也
、
忩
可
申
左
右
之
由
、
両
惣
官
・
祐
賢
以
沙
汰
者
責
□
（
伏
カ
）

　

也
、
仍
皆・ ミ
ナ
ハ〻
黄
衣
ヲ
已
令
着
了
云
々
、

一
廿
五
日
、
両
惣
官
集
会
、
今
日
も
自
衆
徒
神
人
張
本
忩
可
注

進
之
由
、
頻
被
触
遣
了
、

□（三
月
）□一
日
、
御
神
事
如
例
、
社
司
交
名
、
神
主
泰
尚
・
正
預
祐
公
・
権
預

祐
盛
・
新
権
神
主
時
家
・
権
預
能
近
・
神
宮
預
祐
貫
・ 

」

（
第
一
〇
紙
）

権
預
祐
継
、
権
預
祐
家
、
権
預
延
秀
、
若
宮
役
祐
賢
、
権
官

役
送
延
秀
、
氏
人
祐
俊
・
祐
治
、
今
日
御
後・
（
×
背
）ニ
集
会
有
之
、

条
々
評
定
、
春
末
三
百
銭
、
若
宮
神
人
中
ニ
可
弁
之
由
下
知
、
景
春〻末

祓
祭
物
可
催
促
事
、
神
人
国
弘
罪
科
事
、
可
申
免
衆
中
事
、

信
蓮
房
法
橋
少
便
祭
物
一
貫
文
社
司
中
へ
出
之
事
、
即
彼
銭

ヲ
モ
テ
飯
酒
ニ
可
成
之
由
、
両
神
殿
守
ニ
下
知
了
、
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三
日
、
御
節
供
、
福
智
・
ア
ハ
チ
・
西
殿
、
社〻
（
×
祐
賢
）司〻社
司
不
参
輩
、

権
神
主
泰
道
・
次
預
能
延
、
此
外
皆
参
、
今
日
御
背
ニ
集
会
、
代
官

祐
俊
、
今
日
若
宮
参
氏
人
祐
有
・
祐
俊
・
祐
治
、

五
日
、
恒
例
御
神
楽
、
社
司
見
参
、
不
参
正
預
祐
公
、
次
預
能
延
、
権
神
主

泰
道
、
若
宮
役
祐
賢
、
権
官
延
秀
、
氏
人
祐
俊
・
祐
治
、

一
今
夜
自
大
湯
屋
以
中
綱
二
人
、
山
城
富
野
郷
神
人
事
ニ
ヨ
テ 

』

両
惣
官
相
共
祐
賢
可
令
上
洛
之
由
催
之
、
領
状
申
候
了
、

十
一
日
、
御
神
事
如
例
、
社
司
不
参
、
権
神
主
泰
道
・
権
預
祐
盛
・
次
預
能
延
、

此
外
ハ
皆
参
、
若
宮
役
祐
賢
、
権
官
延
秀
、
氏
人
祐
俊
・
祐
治
、

今
日
御
背
集
会
有
之
、
国
弘
解
職
間
神
人
等
訴
訟
事
、

一
十
七
日
、
両
惣
官
・
祐
賢
上
洛
、
其
故
者
、
山
城
国
吉
富
庄
白
人
神
人
名
主
正
預
、

　
　
　
　

為
彼
所
地
頭
代
、
被
召
籠
六
波
羅
了
、
仍
及
衆
徒
沙
汰
被
差
上
也
、

一
去
月
十
八
日
安
居
房
ノ
ツ
ヒ
チ
ツ
キ
ハ
シ
ム
、
可
為
国
司
沙
汰
之
処
、
法
雲
院
法
印

実
聖
勧
進
ニ
テ
ツ
ク
ナ
リ
、

一
今
月
廿
五
日
、
自
京
両
惣
官
・
祐
賢
下
向
了
、
吉
富
庄
西
願
・
阿
十
等
沙
汰

已
悉
令
成
𤏅
〔
就
〕了
、
此
条
見
于
六
波
羅
家
状
、
在
京
間
書
状
等
、
同
長
者
宣
御

請
文
案
、

春
日
御
社
領
吉
富
庄
地
頭
代
狼
藉
由
事
、
社
家
重
申
状
副
衆
徒
状

具
書
等
、

謹
下
給
候
了
、相
尋
子
細
可
言
上
左
右
候
、以
此
旨
可
有
御
披
露
候
、
恐
々
謹
言
、

（
第
十
一
紙
）」

　
　

三
月
十
九
日　
　
　
　
　

左
近
将
監
平（北
条
）時茂
在
判

　

此
上
猶
社
家
西
願
等
ヲ
先
可
免
給
之
由
、
頻
申
之
、
仍
已
於
西
願
法
師
ハ

出
給
了
、
然
而
訴
訟
残
之
間
、
以
状
被
申
案
、

於
西
願
法
師
者
召
預
了
、
阿
十
法
師
住
宅
追
捕
物
等
間〻同
返
給
、

并
所
立
御
供
田
点
札
被
上
事
、
如
何
様
可・
（
×
候
哉
）令・存
知
候
哉
、
恐
々
謹
言
、

　
　

三
月
廿
日　
　
　
　
　
　

春
日
執
行
正
預
祐
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
主
泰
尚

　

謹
上
佐
治
左（重
家
）
衛
門
入
道
殿　
　
　
　

若
宮
神
主
祐
賢

六
波
羅
家
御
請
文
申
上　

長
者
事

山
城
国
吉
富
庄
白
人
神
人
西
願
法
師
訴
訟
事
、　

長
者
宣
御

請
文
如
此
、
但
此
上
猶
令
申
子
細
候
之
間
、
於
西
願
法
師
者
被
召
出
、
已

請
取
社
家
候
了
、
以
此
旨
可
令
披
露
給
候
、
恐
々
謹
言
、 

』

　
　

三
月
廿
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
日
執
行
正
預
祐
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
主
泰
尚

　
　

謹
上
伯
耆
前
司
殿

廿
四
日
、
阿
十
之
御
供
田
点
札
ヲ
被
上
、
并
追
捕
物
等
ヲ
可
糺
返
之
由
、
六
波
羅

領
状
申
了
、
此
上
猶
於
状
可
給
候
、
長
者
へ
も
申
、
衆
徒
ヘ
モ
可
披
露
之
由

申
之
間
、
状
ト
シ
テ
給
候
了
、 

即
状
案
、

　
　
　

一
六
波
羅
参
向
社
司
装
束
事
、
神
主
泰
尚
、 

狩
衣
、

　

正
預
代
官
祐
継
、 

同
、

祐
賢
衣
冠
ニ
下
ク
ヽ
ル
也
、
各
中
門
ニ
参
向
之
、
奏
者
佐
治
入
道
・
得
田
兵
衛

大
夫
入
道
此
等
也
、

山
城
国
吉
富
庄
住
人
西
願
・
阿
十
等
間
事
、
於
西
願
者
就　

長
者

宣
先
度
令
召
出
候
了
、
追
捕物
歟
、并名
田
事
、
不
論
是
非
、
先
止

点
札
、
令
糺
返
損
物
、
可
令
還
住
本
宅
之
由
加
下
知
了
、
於
地
頭
条
々
訴
訟

者
、
不
日
可
被
遂
対
決
候
、
仍
執
進
如
件
、 

」

（
第
十
二
紙
）

　
　

弘
長
三
年
三
月
廿
四
日　
　
　
　

左
近
将
監
在
判

　

　
　

春
日
神
主
殿

山
城
国
吉
富
庄
白
人
神
人
西
願
・
阿
十
等
訴
訟
事
、
六
波
羅
状
如
此
、
子
細
見

于
状
候
歟
、即
去
廿
七
日
被
糺
返
追
捕
物
并
所
立

御
供
田
点
札
候
了
、以
此
旨
可
令

衆
中
給
候
、
恐
々
謹
言
、 　
　
　
　
　
　
　

春
日
執
行
正
預
祐
公

　
　

四
月
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
主
泰
尚

　

別
会
五
師
御
房　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
宮
神
主
祐
賢

被
上

披
露
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「
追
（
上
部
余
白
）申

　
　

彼
状
依
遅
々
于
今
不
申
候
、
御
披
露
之
後
ハ
早
々
可
返
給
、」

山
城
国
吉
富
庄
白
人
神
人
沙
汰
之
間
状
慥
給
候
了
、
衆
中
披
露
之
後
、
早・
（
×
可
令
返
）

・々
可
被

 

返
進
候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

乃
時　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
会
五
師
頼
真

一
去
廿
一
日
、
酉
刻
、
又
依
神
人
国
弘
訴
訟
事
、
神
人
等
懸
黄
衣
於
鳥
居
了
、

仍
自
京
都
下
向
後
、
廿
七
日
各
集
会
有
之
、
神
人
等
集
会
所
宿
直
屋

ニ
落
書
出
来
ト
テ
、
神
人
等
可
被
申
寺
家
ト
テ
出
之
案
文
、

コ
ノ
キ
シ
ヤ
ウ
ヲ
ヒ
ロ
ウ
セ
テ
、ヒ
キ
カ
ク
シ
テ
ム
ト
モ
カ
ラ
ハ
、タ
ウ
タ
イ
ニハ
、タ
イ
ミ
ヤ
ウ

シ
ム
七
堂
サ
ム
ホ
ウ
ノ
ニ
ク
マ
レ
ヲ
カ
フ
リ
テ
、
ヌ
ス
ミ
カ
ウ
タ
ウ
シ
テ
ト
ラ
ヘ
カ
ラ

メ
ラ
レ
テ・
（
×
コ
）、ツ
メ
ヒ
ト
ヒ
ニ
ヒ
ト
ツ
〳
〵
ハ
ナ
タ
レ
テ
、ノ
コ
キ
リ
ニ
テ
ク
ヒ
ヲ
キ
ラ
ルヽ
ホ
ウ

ヲ
エ
ヨ
、
コ
シ
ヤ
ウ
ニハ
、
ム
ケ
ム
チ
コ
ク
ヘヲ
チ
テ
、
ナ
カ
ク
ア
カ
ラ
サ
ル
ホ
ウ
ヲ
エ
ヨ
、 

』

　
　

シ
ム
ニ
ム
ノ
ナ
カ
ヘ

敬
白

　
　

起
請
文
事

右
社
司
等
、
蒙
満
寺
衆
議
云
々
、
解
神
人
職
事
、
申
正（雅
縁
・
信
憲
）

権
別
当
、
触
五
師

三
綱
、
并
依
衆
徒
議
定
、
宜
致
其
沙
汰
、
縦
有
貴
所
権
朋
〔
門
〕之
命
、
容
易

不
可
解
其
職
之
由
、
可
令
書
進
二
通
起
請
文
、
於
一
通
者
可
籠
社
壇
、
於

一
通
者
可
納
別
会
所
櫃
云
々
、
仍
任
仰
旨
起
請
如
右
、
若
背
起
請
之

旨
致
自
由
沙
汰
者
、
社
司
等
可
罷
蒙
七
堂
三
宝
五
所
権
現
御

罰
状
如
件
、
敬
白
、

　
　

建
暦
三
年
潤
九
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　

御
社
司
等
敬
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
預
中
臣
連
延
忠
在
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

次
預
中
臣
連
能
□（行
在
判
）

□
□ 

」

（
第
十
三
紙
）

　
 

六・
（
×
七
）日
、
自
衆
徒
以
中
綱
幸
賢
・
賢
忍
被
触
□
、
神
人
等
黄
衣
ヲ
懸
事
、

可
取
退
之
由
、
度
々
被
仰
了
、
而
于
今
不
取
之
之
由
、
如
何
様
事
哉
、
又
三
人
之

沙
汰
者
可
進
之
由
、
同
被
仰
之
処
、
未
進
候
条
以
外
事
也
、
ト
有
之

〻
〻
〻

御
返
事
云

〻
〻
〻
〻
速
付
十
二
人
神
殿
守
只
今
可
被
取
黄
衣
也
ト
有
之
、
御
返
事
ニ
云
、

可
取
退
黄
衣
之
由
事
、
度
々
令
下
知
候
、
然
而
未
事
行
候
、
忩
仰
付
神
殿
守

可
退
之
由
、可
下
知
候
、又
三
人
沙
汰
者
ハ
忩
可
進
候
也
、申
之
、此
之
由
神
殿
守
ニ

令
下
知
之
処
、
重
又
御
使・
有
之
、
被
仰
云
、
只
今
返
状
只
先
々
ニ
不
相
替
、
所
詮

御
使
ニ
十
二
人
ノ
神
殿
守
ヲ
相
副
テ
可
被
取
之
由
、
被
触
也
、
仍
神
殿
守
皆

召
寄
テ
中
綱
二
人
ニ
付
進
之
、
其
時
張
本
〻
〻
訴
人
ノ
神
人
等
七
・
八
人

不可取
之
由
申
テ
馳
向
也
、
以
外
勝
事
也
、
但
六
道
橋
ノ
辺
マ
テ
向
テ

立
返
了
、
其
時
神
殿

・
・
・
・
守
等
黄
衣
ヲ
取
了
、
宿
直
屋
ニ
取
置
云
々
、

両
御
所
へ
令
申
了
、

七
日
、
両
惣
官
・
祐
賢
集
会
、
神
人
等
申
云
、
随
衆
命
已
昨
日
取
退
黄
□
（
衣
） 

』

候
了
、
此
上
ハ
御
八
講
以
前
ニ
国
弘
ヲ
以
被
召
出
、
并
神
人
等
新
儀
□

ヲ
被
免
除
、
同
安
堵
庄
下
向
神
人
打
擲
刃
傷
訴
随
〔
訟
〕事
、
可
蒙

御
裁
敗
候
、
若
其
難
叶
候
者
、
御
八
講
御
神
事
ニ
不可随
候
之
由

申
之
、
仍
別
会
五
師
許
へ
各
参
テ
申
付
了
、
但
条
々
事
書
ヲ

可
給
之
由
、
別
会
所
令
申
之
間
、
申
遣
之
、

注
進

一
神
人
等
可
被免新
儀
課・
（
×
役
）役
事　
　

一
国
弘
可
被
召
出
事

一
安
堵
庄
下
向
神
人

擲
刃
傷
訴
訟
事

右
見
参
之
時
、
委
細
令
申
候
了
、

一
同
夜
、
若
宮
御
前
ニ
延
年
有
之
、
菊
一
殿
与
遍
善
〔
真
カ
〕院法
印
御
房
尊
海
、

　

遂
宿
願
云
々
、

一
八
日
夜
、
両
惣
官
・
祐
賢
代
官
祐
治
参
寺
家
、
其
故
ハ
神
人
等
明
日
御
八
講 

」

（
第
十
四
紙
）

御
神
事
不
可
随
旨
之
申
切
之
間
、
□
（
令
）烈
参
之
、
然
而
猶
不
可
及
御
口
入
之
由

被
仰
出
也
、
別
会
五
師
参
会
寺
家
之
次
、
□
日
三
ヶ
条
事
御
返
事
ト

テ
申
之
、
神
人
等
新
儀
保
〔
課
〕役
事
并
安
堵
庄
下
向
神
人

擲
刃
傷
事
ハ

打

打
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可
有
御
沙
汰
、
国
弘
被
召
出
事
ハ
勿
論
事
也
ト
有
之
、
衆
徒
御
返
事
如
此
、

一
九
日
、
御
八
講
初
日
、
御
神
事
次
第
八
講
日
記
ニ
有
之
、
神
人
等
神
殿
守
之
外
ニ

三
方
ヨ
リ

　

十
人
ヲ
被
免
出
之
、
其
外
ハ
皆
以
不
着
黄
衣
也
、
今
日
衆
徒

御
返
事
趣
令
披
露
神
人
中
了
、
然
而
不
罷
出
也
、
但
夕
ニ
成
テ
中
郎
或

神
人
引
テ
ノ
キ
畢
云
々
、
同
春
遠
張
本
ノ
中
ヲ
罷
出
了
、

　

□
（
十
）日
、
同
彼
中
郎
或
神
人
・
同
春
遠
等
可
随
神
事
之
処
、
張
本
神
人
等イ
キ
ト
ヲ
テ

令
鬱
之
間
、

暫
ト
テ
今
日
不
出
仕
也
、

十
一
日
、
御
神
事
如
例
、
為
御
八
講
之
間
、
早
旦
ニ
御
供
備
進
之
、
社
司
皆
参
、

 

若
宮
役
祐
賢
、 

役
送
延
□
、

　
　
　
　

其
後
御
八
講
被
行
之
、
委
細
事
ハ
八
講
日
記
ニ
有
之
、　　

氏
人
祐
俊
・
祐
治
、

十
二
日
、
張
本
神
人
等
罷
出
テ
、
随
御
八
講
御
神
事
畢
、
仍
中
郎
或
神
人
皆
以
参
勤
、

十
三
日
、
御
八
講
結
日
無
違
也
、
但
寺
家
御
上
洛
、
仍
今
日
ハ
無
御
出
仕
也
、
仙

（
後
嵯
峨
）

 

洞
□
□
』

故
ト
云
々

　

、

同
日
夜
、
一
切
経
蔵
前
ニ
権
官
等
各
集
会
有
之
、
春
遠
関
東
下
向
之
時

粮
米
付
両
惣
官
責
之
、

一
恒
例
大
般
若
会
、
御
神
事
如
例
、
於
直
会
殿
請
僧
等
着
座
、
朝
座
夕

座
間
ニ
法
蓮
郷
民
等
奉
幣
、
殿
別
ニ
白
絹
ヲ
御
幣
ニ
懸
テ
備
進

云
々
、
社
司
配
分
、
若
宮
ニ
ハ

　

巻
染
ノ
絹
ヲ
懸
テ
備
進
之
、
祐
賢
大
社
ニ

祗
候
之
間
、
以
代
官
祐
俊
令
進
之
、
其
後
於
拝
殿
種
々
ノ
猿
楽
物
ノ
マ
ネ

ヲ
シ
テ
返
了
、

一
今
日
成
政
与
泰
長
座
論
、
散
々
及
過
言
、
牛
買
ナ
ト
イ
フ
事
ヲ
泰
長

申
懸
之
、
成
政
種
々
返
答
、
此
事
ニ
ヨ
テ
泰
長
父
権
神
主
泰
道
与

成
政
舎
弟

相
互
ニ
令
放
言
了
、
依
此
事
御
神
事
之
後
、
御
背
ニ
社
司

集
会
有
之
、
於
氏
人
身
社
司
両
惣
官
於
散
々
及
過
言
之
条
、
為
向
後

不
便
事
也
、
可
有
沙
汰
之
由
、
議
定
了
、

一
今
日
同
氏
人
等
一
烈
集
会
有
之
、
其
故
ハ
去
御
八
講
中
始
日
九
日
、

　

一
御
殿 

」

（
第
十
五
紙
）

朝
成

御
間
ニ
テ
能
定
得
朝
成
酒
器
畢
、
而
彼
朝
成
ハ
去
年
比
為
寺
□

ク
ス・ ス
リ
ヲ
ク
ヽ
メ
ラ
レ
タ
ル
依
為
仁
、
彼
酒
器
□
得
タ
ル
能
定

ヲ
モ
□

ラ
ウ
テ
、
次
日
十
日
泰
長
不
得
也
、
此
之
間
件
能
定
ト
カ
メ
テ
散
々
放
言
之

内
、
当
社
氏
人
皆
以
或
ハ
人
殺

盗
人
、
不
付
疵
物・ モ
ノ
無
之
、
而
能
定
■
之

酒
器
ヲ
被
嫌
之
条
不
当
也
ト
申
之
、
依
此
事
ニ
一
社
氏
人
等
為

訴
訟
集
会
ヲ
成
了
、

一
十
六
日
、
依
神
人
訴
訟
事
、
神
主
許
ニ
両
惣
官
・
祐
賢
集
会
有
之
、

別
会
所
ヘ
遣
状
案
文
、

本
社
神
人
等
訴
訟
事
懇
切
之
余
、
及
二
ケ
度
雖
懸
黄
衣
於

鳥
居
、
依
難
背
衆
徒
御
命
取
退
黄
衣
、
恒
例
御
八
講
并
大

般
若
会
御
神
事
等
無
違
乱
令
勤
仕
候
了
、
此
上
者
新
儀
保
〔
課
〕役

停
止
事
、
可
有
御
計
之
由
、
先
度
蒙
仰
候
歟
、
然
者
被
裁・
（
×
載
）下
□

状
候
之
条
、
尤
社
家
可
為
面
目
候
、
且
奉
復
神
威
、
且
乗
□ 

』

慈
悲
、
有
御
裁
敗
之
様
、
得
御
意
可
有
御
披
露
衆
□
（
中
）

候
、
恐
々
謹
言
、

　
　

四
月
十
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
日
執
行
正
預
祐
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
主
泰
尚

謹
上　

別
会
五
師
御
房　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
宮
神
主
祐
賢

今
日
同
衆
徒
御
使
有
之
、
被
触
云
、
去
御
八
講
中
ニ
着
黄
衣
神
人
於

少
々
ハ
■キ
ト
リ
タ
ル
神
人
〻
〻
有
之
歟
ト
被
聞
食
、
其
張
本
可
注
申
、
又

黄
衣
ハ
カ
レ
タ
ル
仁
タ
レ
〳
〵
ト
同
可
注
進
之
由
有
之
、
御
返
事
云
、
分
明
ニ

相
尋
テ
可
注
申
之
由
申
了
、
而
祐
賢
申
云
、
黄
衣
ヲ
ハ
キ
候
方
ニ
ハ

　

一
切
ニ
若
宮
神
人
不
候
、御
八
講
以
前
マ
テ
ハ

　
　

一
人
候
シ
カ
ト
モ
、引
テ
ノ
キ
候
畢
、

黄
衣
ハ
カ
レ・
タ
ル
神
人
ハ
一
人
候
歟
之
由
承
及
候
、
分
明
ニ
相
尋
テ
可
注
申
□

申
之
、
両
惣
官
・
祐
賢
於
一
所
問
答
、 

」

（
第
十
六
紙
）

（
後
欠
）

酒
器

或

張
行
者
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【
附
載
】
お
茶
の
水
図
書
館
成
簣
堂
文
庫
所
蔵
「
春
日
社
神
人
等
愁
状
断
簡
」

（
前
欠
）

人
神
奴
同
可
有
御
哀・ ア
ヒ
憐
、
豈
為
被
優
神
鹿
可
□
□
□
□
□

歎
給
哉
、
凡
神
人
者
雖・
不
預
絹
塵
之
給
物
、
鎮
励
寺
社
之
給
仕
□
□
（
致
）

昼
夜
之
格
勤
僅
以
・
如
此
之
保
〔
課
、下
同
ジ
〕

役
、
為
身
之
勇
、
而
今
如
此
保
役

出
来
者
、
非
失
只
奉
公
之
募
兼
、
悲
神
威
之
廃
怠
者
也
、
況
数
多
神

人
御
寺
御
使
而
在
京
頻
也
、
為
粮
米
毎
度
汎
負
物
而
雖・
昇
□

放
無
不
便
之
御
計
、
加
之
為
衆
徒
之
御
使
、
棒
御
下
文
、
公
人
相
伴

下
向
于
泉
洲
・
江
洲
等
之
時
、
被
折
神
木
蒙
刃
傷
、
而
雖
令
愁

訴
未
蒙
御
成
敗
而
令
愁
吟
之
処
、
又
去
年
冬
之
比
、
為
御
寺

御
使
安
堵
庄
可
昇
〔
罷
〕向
之
由
蒙
仰
之
間
、
前
々
雖
失
面
目
、
依
難

背
衆
命
、
憖
以
下
向
、
然
又
被折折
打
擲
刃
傷
了
、
然
而
于
今
無
御

沙
汰
、
是
偏
神
威〻
威
衰
弊
之
基
歟
、
歎
而
有
余
、
如
此
捨
身

命
走
仕
神
人
須
有
抽
賞
之
処
、
剰
蒙
新
儀
責
之
条
、
愁
吟 

』

尤
切
也
、
就
中
神
人
等
者
貪
道
無
窮
、
殆
有
失
活
計
之
類
、
争
無

御
優
免
乎
、
彼
飢
饉
之
地
、
為
御
寺
御
沙
汰
、
楽
所
下
人
等
雖
預

給
物
、
神
人
独
無
御
憐
愍
、
其
恨
尤
深
、
弥
所
増
愁
歎
也
、
定
有
御

賢
察
歟
、
凡
夫
折
神
木
、
神
人
被
打
擲
刃
傷
了
、
然
而
于
今
無

御
沙
汰
之
間
、
失
面
目
而
令
愁
歎
之
処
如
此
、
又
預
新
儀
譴
責

之
条
難
堪
子
細
也
、
且
次
〔
吹
〕田
御
庄
御
訴
訟
之
時
、
関
東
下
□
（
向
）

之
粮
米
雖
被
宛
散
所
之
神
人
、
無
先
例
之
由
開
申
之
間
、
蒙

御
免
除
了
、
若
宮
神
人
同
被
免
除
之
由
令
訴
申
之
日
、
依
有

其
謂
被
止
譴
責
而
忝
蒙
御
免
除
了
、
凡
近
来
当
社
神
人

動
失
面
目
之
間
、
神
人
遂
年
而
減
少
、
且
若
宮
御
祭
之
時
□
（
所
）

□
（
見
）也
、
豈
非
神
威
之
陵
遅
乎
、
然
猶
如
此
蒙
譴
責
者
、
以
何
□ 

」

（
後
欠
）

　
〔
榊
カ
〕
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